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Ａ．目的
　生活習慣病予防対策の推進や保健指導に活用するた
め、メタボリックシンドローム該当者及び予備群の食習
慣や身体活動・運動の状況について検討を行うことを目
的とする

Ｂ．方法
①県民健康・栄養調査
　【対象】県内保健福祉事務所管区を層として層化無作
為抽出（クラスター抽出）をした⚓⚕単位区内で協力を得
られた⚕⚔⚔世帯の⚑歳以上の世帯員
　【時期】平成⚑⚙年⚘月⚒⚙日から⚑⚐月⚒⚒日の平日⚑日間
　【調査項目】①食物摂取状況調査：秤量食事記録調
査・国民健康・栄養調査方式②運動量調査：歩数計（ア
ルネス⚒⚐⚐S）による歩行数の測定③健康・食生活意識
調査：アンケート調査④身体状況調査：設定した会場に
被調査者が出向き、調査員による問診及び測定。
身長、体重、腹囲（⚖歳以上）、血圧（⚑⚕歳以上）、開眼
片足立ち時間（⚔⚐歳以上）の測定、尿検査（⚖歳以上）、
血液検査（⚒⚐歳以上）
②解析項目及び解析対象
ᾇメタボリックシンドローム該当者及び予備群の状況
　県民健康・栄養調査を実施した成人で、身長・体重・
腹囲の測定、服薬の有無に関する問診、血液検査
（HDL-C、HbA1c）のすべてを実施できた男性⚒⚗⚕名、
女性⚓⚙⚙名を解析の対象とした。国民健康・栄養調査方
式によって判定した「メタボリックシンドロームが強く
疑われる者または予備群と考えられる者」を「該当・予
備群」、それ以外の者を「正常群」とした。
ᾈ「該当者・予備群」と「正常群」の食習慣及び運動習
慣の比較
　ᾇの対象者のうち、アンケート調査項目の「日頃の食
事に当てはまると思うこと」及び運動習慣に関する問診

結果が得られた男性⚒⚕⚗名、女性⚓⚖⚓名を対象とした。
ᾉ「該当者・予備群」と「正常群」の歩行数の比較
　ᾇの対象者のうち、⚗⚕歳未満で運動量調査結果が得ら
れた男性⚒⚐⚘名、女性⚓⚑⚓名を対象とした。
③解析方法
　データの解析には保健医療科学院が提供する地域健
康・栄養調査集計用ツールを用い、平均値の差の検定に
はＺ検定を用いた。

Ｃ．結果
①メタボリックシンドロームの状況
　解析に用いた対象者の年齢区分別の状況を表⚑に示
す。「該当・予備群」と判定されたのは、男性⚑⚓⚖名
（⚔⚙．⚕％）、女性⚗⚒名（⚑⚘．⚐％）であった。

②食生活に対する意識（アンケート調査項目「普段の自
分の食事に当てはまると思うこと」）の回答状況を表⚒
に示す。「該当・予備群」が「正常群」に比べて「当て
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要旨：長野県においては、県民の健康状態、食物摂取の状況、生活習慣の状況及び健康に関する意識を把握する
「県民健康・栄養調査」を昭和⚔⚒年から⚓年に⚑度実施しており、この調査によって把握された課題よって健康づ
くり事業の展開及び評価を行っている。平成⚑⚙年度調査ではメタボリックシンドロームに着目した調査を実施し、
調査結果から「メタボリックシンドローム該当者及び予備群は中高年の男性は約⚒人に⚑人、同女性で約⚕人に⚑
人」とほぼ全国と同様の状況であった。長野県は健康長寿で知られているが、生活習慣病予防の取組が重要である
ことが改めて認識された。そこで、生活習慣病予防対策の推進や保健指導に活用するため、メタボリックシンド
ローム該当者及び予備群の食習慣や身体活動・運動の状況について検討を行った。その結果メタボリックシンド
ローム該当者及び予備群の人の食習慣の特徴は「早食い」で、身体活動・運動の量は少ないことが示唆された。

表⚑　該当者及び予備群の状況
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はまる」と回答した割合が高かった項目は、男性の「食
べるのが早い」で⚖⚑．⚗％であった。
　「該当・予備群」のほうが「正常群」に比べて低かっ
た項目は、男性の「魚より肉類の食事が多い」で
⚑⚐．⚙％、女性の「間食をする」で⚑⚘．⚘％であった。

③歩行数の比較を表⚓に示す。男性については、「該
当・予備群」は「正常群」に比べて歩行数が少なかっ
た。

④「運動習慣がある者」の割合を表⚔に示す。「該当・
予備群」と「正常群」間に有意な差はみられなかった。
※運動習慣有り：週⚒回以上、⚑日⚓⚐分以上の運動を⚑

年以上継続して実施している者とした。

Ｄ．考察
①メタボリックシンドローム該当者及び予備群の状況に
ついて
　「該当・予備群」の割合は男性⚔⚙．⚘％、女性⚑⚘．⚘％で、
長野県の状況も全国と同レベルであった。「健康長寿県」
を今後も維持するためには、生活習慣病予防対策を更に
強化する必要があると考える。
②メタボリックシンドローム該当者及び予備群の食習慣
について
　男性については、「該当・予備群」は普段の食事につ
いて「食べるのが早い」が当てはると回答する割合が高
く、「早食い」がエネルギーの過剰摂取につながってい
ることが推測される。
　一方、摂取エネルギーが過剰になりがちな食習慣の
「魚より肉類の食事が多い」は「該当・予備群」のほう
が正常群に比べて割合が低く、同様に、「間食をする」
についても、女性は「該当・予備群」のほうが「正常
群」に比べて割合が低い。メタボリックシンドローム該
当者及び予備群の人は既に保健指導等を受けていること
も考えられ、食生活の改善への意識は正常の人よりも高
いことがうかがえる。
③メタボリックシンドローム該当者及び予備群の身体活
動・運動の状況について
　男性については、「該当・予備群」の歩行数は「正常
群」に比べて少なかった。また、運動習慣ついても、
「該当者・予備群」は運動習慣が有る人の割合が低い傾
向がみられた。女性についても同様の傾向がみられた。
これらのことから、メタボリックシンドローム該当者及
び予備群の人は正常の人よりも、身体活動・運動の量が
少ないことが示唆され、メタボリックシンドローム該当
者及び予備群の人への運動指導の工夫が必要と考える。

Ｅ．まとめ
　メタボリックシンドローム該当者及び予備群の人は、
食習慣の特徴として「早食い」が挙げられたが、平成⚑⚙
年度県民健康・栄養調査結果では、男性では⚕⚒％の人が
「早食い」が当てはまるとしており、生活習慣病予防と
して広く普及啓発が必要と考える。
　また、日常生活における身体活動と健康づくりを目的
とした積極的な運動の必要性について更に普及啓発が必
要と考える。 

男性ｎ＝⚒⚕⚗　女性ｎ＝⚓⚖⚓　　　＊：ｐ＜⚐．⚐⚕

男性ｎ＝⚒⚐⚘　女性ｎ＝⚓⚑⚓　　　＊：ｐ＜⚐．⚐⚕

表⚓　歩行者の比較
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表⚔　運動習慣のある者の割合

表⚒　食生活に対する意識（アンケート調査項目「普段の自分
の食事に当てはまると思うこと」）の回答状況
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